
高等学校における授業実践例 ２ 

 
第１学年 家庭・家庭基礎 

「消費行動と意思決定 ～自立した消費者になるために～」 

 

１ 学校名・職氏名 

  野田学園高等学校 教諭 吉岡 優子 

 

２ 生 徒 

  １学年 普通科 １９名 

 

３ 学習指導案  

(1) 題材名    

消費行動と意思決定～自立した消費者になるために～ 

(2) 題材の目標 

情報通信技術のめざましい発展や通信システムの整備により、商品やサービスの販

売方法が多様化し、特に無店舗販売であるインターネットショッピングの市場が急速

に発展し、利用者が急増している。しかし、生徒がその利用について考える機会や教

育を受ける機会は、十分であるとは言えない。インターネットショッピングは便利な

一方で、店頭での買い物に比べて消費者問題の発生率が高く、メリットやデメリット

をしっかりと理解し利用することが重要である。題材を通して、現在営んでいる消費

生活に問題意識を持ち、主体的に行動することや批判的意識を持つことの重要性に気

付かせ、よりよい意思決定を行うために必要な力を養いたい。 

 (3) 題材設定の意図 

①  生徒観 

生徒は本時までに、高等学校家庭科において「契約について」、「消費者の権利や

責任」などの知識や、契約の疑似体験などを通して、商品やサービスを選ぶ際の意

思決定のプロセスなどを理解している。また、教科情報においては、インターネッ

トショッピングサイトの安全な利用についての知識などを習得している。 

また、事前アンケートを行った結果、インターネットショッピングを利用し商品

を購入したことのある生徒は、ホームルームの約 8割を占め、生徒たちの消費生活

においてインターネットショッピングの利用は欠かせないものとなっていること

がわかった。しかし、その消費行動における意思決定は「価格」や、「見た目」を

重視したものとなっており、失敗経験のある生徒も少なくない。また、問題が起き

た場合の対処法としては、「あきらめた」、「何もしなかった」という消極的な態度

が多く、消費者の権利や責任を意識して行動している生徒はほとんどいなかった。

今後高校を卒業し一人暮らしをする際には行動範囲も広がり、自分の意思で商品や

サービスを購入する機会がさらに多くなる。そのため、様々な問題やトラブルに直

面する機会も多くなることが予想される。題材を通し、自立した消費者となるため

に必要な知識・考察力・判断力を養い、主体的で豊かな消費生活を営むための意識

の向上を図りたい。 

② 教材観 

現代の消費生活の一例として「インターネットショッピング」を取り上げ、調べ

学習を主としたエキスパート活動を通して、多角的な視点からその特徴を捉えさせ

た。また、社会経験が乏しくインターネットショッピングを経験したことのない生

徒もいるため、できるだけ具体的にイメージしやすいように DVD視聴を取り入れて
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いる。それらの活動を通して得た知識を基に、インターネットショッピングのメリ

ットやデメリットについて KJ 法を用いて整理し、その特徴の 1 つに着目し、問題

を未然に防ぐ方法やよりよい活用法について、グループで考え全体に提言させる授

業展開としている。その学習過程において、消費者被害に遭わないだけでなく消費

者被害や問題を未然に防ぐことのできる賢い消費者となるよう「消費者の権利と責

任」を意識させ、自分たちの意思決定が、どのような結果に結びつくかをしっかり

と考えさせ、論理的な思考力を養いたい。 

③  指導観 

現在、自分たちがどのような消費行動を行っているかを理解させることや、消費

生活の現状を考え意見を述べ合う活動を通して、現代の消費行動の課題を認識させ

たい。また、様々な角度から現代の消費生活の特徴を捉え、その特徴をよりよい方

向へ導く方法を考案し全体に提言することにより、一人ひとりの消費行動は一見小

さく見えるかもしれないが、大きな社会参加であること、また社会に影響を与える

ことに気付かせ、生活の中で実践する態度を養いたい。さらに、調べ学習や共同し

て課題の解決を行なう中で、自ら調べることや他から学ぶことの重要性に気付き、

主体的に学習に取り組む姿勢を身に付けさせたい。 

(4) 単元の評価基準 

関心・意欲・態度 工夫・創造 技能 知識・理解 

消費行動や消費者の権

利と責任などに関心をも

ち、消費生活の充実向上を

目指して意欲を持って主

体的に学習活動に取り組

もうとしている。 

消費生活の課題を見出

し、問題解決を目指して思

考を深め、適切な判断を

し、理解したことを他者に

工夫して表現し説明する

ことができる。 

消費者の権利や責任を

意識し、主体的に考え発言

し、行動するために必要な

基礎的・基本的な技術を身

に付けている。 

自立した消費者として

の役割を理解し、家庭や地

域の生活が充実向上する

ため問題解決に関する具

体的な知識・技能を身に付

けている。 

(5) 学習計画（全６時間） 

Ⅰ 現代の消費社会 

① 契約と契約トラブル(１時間)  

～契約クイズを通して契約に対しての認識を明確にする～ 

② 消費者をめぐる問題（１時間） 

～新聞記事等から消費者をめぐる問題や問題が起こった際の解決策を考える～ 

Ⅱ 消費行動と意思決定 

① 意思決定をしよう（１時間）  

～１人暮らしの家探しを通して契約の重要性や消費者の意思決定を見直す～ 

② 消費者の権利と責任（１時間） 

～商品を選択することを通して消費者として私たちにできることは何か考える～ 

③ 自立した消費者になるために（２時間）（本時２／２） 

(6)  本時案 

① 目 標 

・インターネットショッピングの事例を通して、現代の消費生活の特徴や課題を理 

解する。  

・自立した消費者として適切な消費行動ができるよう、多様な情報や価値観の中か 

ら適切な意思決定をすることの大切さに気付く。 

・消費者の権利と責任を自覚し、自らの消費行動において社会的責任を果たす姿勢 

を養う。  
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② 準 備 

ふせん、ペン、大判用紙、発表原稿、パワーポイント教材、プロジェクター、電

子黒板、指し棒、DVDプレイヤー、DVD※１、ワークシート①「エキスパート活動資

料Ａ～Ｅ」※２、ワークシート②「自立した消費者になるために」、ワークシート③

「エキスパート活動・ジグソー活動進行表」、ワークシート④「学習振り返りシート」 

※１ DVD「もしあなたが消費者トラブルにあったら ―消費者センスを高めよう 

―」：制作／（公財）消費者教育支援センター 著作／消費者庁 

※２ エキスパート活動資料：「平成 27年版情報通信白書」より抜粋（出典：総務 

省 HP：http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/index.html）

③ 学習過程（本時１／２） 

 学習内容 生徒の学習活動 指導上の留意点 

導
入
（
５
分
） 

課題を確認する。 

 

 

 

 

 

・エキスパート活動の班で着席する。 ・前時にワークシート①を配布してお

き、課題や疑問点などを調べてくるよ

うに指示しておく。 

展
開
①
（
２
０
分
） 

本時の課題を確認する。 

 

 

 

 

 

エキスパート活動を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

・本時の課題を理解する。 

 

 

 

 

 

・役割を分担し、ワークシート③の進

行表に従い進行する。 

・調べ学習の中で、班員に伝えたい内

容をワークシート③に2分でまとめる。 

・各自で調べてきたことを、班で意見

交換し、共有した内容をワークシート

に記入する。 

・エキスパート活動の振り返りを記入

する。 

 

 

 

 

 

 

・ワークシート②を配布し、学習の流

れを説明し、本時の学習内容を、次時

の課題解決に生かすことを知らせる。 

 

 

 

・進行表を配布し、司会者を決めさせ、

進行について説明する。 

・課題解決のために必要な情報を意識

した発表となるよう注意させる。 

・わかりやすく発表するためのポイン

トを前時に押さえておき、効果的な発

表となるようにする。 

・情報を共有する中での疑問点を記入

させ、次時までに調べるよう促す。 

 

 

 

 

 

（本時の課題）インターネットショッピングの利用状況や人々の意識調査から、多角的な視点で

インターネットショッピングを捉え、課題解決のための知識を習得し消費生活の課題を考える。 

（課題）自立した消費者として安全で快適にインターネットショッピングを利用するために、私

たちはどのように消費者の権利や責任を果たしていかなければならないか提案をしよう！ 
 

【エキスパート活動】（Ａ）インターネットショッピングでよく購入されている商品とその理由 

（Ｂ）インターネットショッピングを利用しない理由 

（Ｃ）インターネットショッピングを利用する理由 

     （Ｄ）インターネットショッピングでよく起きているトラブルとその原因 

      （Ｅ）インターネットショッピングの契約の取り決めとトラブル時の対処法 
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展
開
②
（
２
０
分
） 

 

ジグソー活動を行う。 ・ワークシートを持ち、ジグソー活動

の班で着席する。 

・エキスパート班で話し合った内容を 2

分ずつ報告し、情報を共有する。 

・ワークシート②にエキスパート活動

の報告内容やその中での気付き・感想

を記入する。 

・インターネットショッピングのメリ

ット、デメリットを考え、ワークシー

トに記入する。 

・席を事前に示しておき、スムーズに

移動ができるよう促す。 

・共有した情報を、各班において責任

を持ち報告するよう促す。 

・課題解決に必要な情報をワークシー

トに記入するよう指示する。 

・次時はインターネットショッピング

の特徴を班ごとに捉え、本時の学習を

生かすことを伝える。 

（
５
分
） 

ま
と
め 

振り返り ・ワークシート②を記入し学習を振り

返る。 

・振り返りシートにまとめさせる。 

 

≪資  料≫ 

【ワークシート①「エキスパート活動資料Ｃ」】 
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【ワークシート②「自立した消費者になるために」】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ワークシート③「活動進行表」】       【参考「事前アンケート」】       
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（本時２／２） 

 学習内容 生徒の学習活動 指導上の留意点 

導
入
（
５
分
） 

本時の目標を確認する。 

 

 

・ジグソー活動の班で着席する。 

・本校生徒のインターネットショッピン

グの利用状況や、遭遇したトラブルにつ

いて知る。 

 

・インターネットショッピングの利用が

急増しており、身近な問題や課題が生じ

ていることに気付く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本時のテーマについて理解する。 

 

 

 

・欠席者のいる班に配慮する。 

・本校生徒のインターネットショッ

ピングの利用に関するアンケート結

果を示し、課題に対する意欲を向上

させる。 

・全国のインターネットショッピン

グの利用状況や消費者問題の相談件

数が増加傾向にあることを知らせ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本時のテーマや活動を伝える。 

 

 

 

 

展
開
①
（
１
０
分
） 

インターネットショッピン

グの特徴について理解する。 

・DVD を視聴し、インターネットショッ

ピングのメリット・デメリットを考え個

人で意見を書き出す。 

 

・グループごとに、声を掛け合いながら、

意見を分類し、表に意見を貼り付けグル

ープ分けしていく。 

 

・グループ分けした意見に題目をつけ、

インターネットショッピングの特徴に

ついて理解する。 

・DVDを視聴させテーマに対する考え

を引き出しやすくする。メリットは

赤、デメリットは青の付箋に記入さ

せる。 

・表に意見を貼り付ける際のポイン

トを伝え、インターネットショッピ

ングの特徴をまとめるよう指示す

る。 

・机間巡視し、題目の捉え方につま

づいている班には助言する。 

（課題）自立した消費者として安全で快適にインターネットショッピングを利用するため

に、私たちはどのように「消費者の権利や責任」を果たしていかなければならないか提案

をしよう！ 
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展
開
②
（
１
５
分
） 

課題について話し合う。 

 

 

 

 

 

 

・特徴の 1つに着目し、その特徴を踏ま

え、安全で快適にインターネットショッ

ピングを活用する方法について話し合

う。 

 

・発表時の役割を決め、発表原稿や掲示

物を作成し発表の準備を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・発表原稿の作成のポイントを通し

て、消費者の権利や責任を意識させ、

社会の一員として安全で快適にイン

ターネットショッピングを活用する

方法を考えさせる。 

・班ごとに作成した表①を撮影し、

発表の資料としてプロジェクターに

投影させておく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展
開
②
（
１
５
分
） 

各班の提言を発表する。 

 

 

 

・グループごとにインターネットショッ

ピングのよりよい活用方法について発

表する。（各２分計８分） 

 

 

 

 

 

 

 

・ワークシート④「学習振り返りシ 

ート」に他の班の提案や、提案に対 

する意見を記入させる。 

(

５
分)

 

ま
と
め 

 

振り返り。 ・学習の振り返りをする。 

 

 

・ワークシート④「学習振り返りシ

ート」に記入させ学習内容をまとめ

させる。 

 

 

≪表①≫ 
≪発表原稿≫ 
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≪資  料≫ 

【記入例：ワークシート④ 発表メモ及び「学習振り返りシート」】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
４ 指導上の工夫 

エキスパート活動においては、資料を事前に配布し、家庭学習において各自で分析し

疑問点等を調べ、授業内で共有し考察しエキスパート性を高める形式をとった。一人ひ

とりが課題を解決する主体としての意識を持ち、自ら進んでその消費生活に必要な情報

を収集する過程において、様々な発見と高校生らしい独自の意見や考えを見出すことが

でき、課題の解決のために情報を収集することの重要性に気付くことができていた。 

ジグソー活動においては、エキスパート活動を生かしながら、一人ひとりの意見が反

映されるように、KJ 法を用いてインターネットショッピングの特徴を捉えさせてから、

本時の課題に取り組ませた。その際に発表原稿の基本の形を提示し、KJ 法で用いた付箋

を活用した原稿作成を行わせることで、限られた時間内で消費者の権利や責任を意識し

ながら、確かな根拠に基づき具体的でわかりやすい提言を行えるよう工夫した。また、

提言を実現した場合にどうなるかということまでを原稿用紙に設定し発表させ、それら

が社会にどのようなプラス面、マイナス面を与えるか原稿作成を通して意識させた。そ

して、消費者の権利や責任を主体的に果たそうとする態度を養うために、全体へ提言す

ること、またその提言を聞き、さらに自分の提言を作成させ、提言のみを抜粋したもの

をプリント配付しクラス全体で更なる共有を行った。 

 

５ 成果と課題 

(1) 成 果 

インターネットショッピングの特徴を自らが考え、特徴を捉え発言し情報を共有す

る活動を通し、自分の意見に自信を持つようになり学習に対する意識が向上し、質問

や発表も増加した。また、ワークシート④「学習の振り返りシート」の記述から、イ
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ンターネットショッピングだけでなく、普段何気なく行っている消費活動についての

関心も高めることができたことが読み取れた。さらに、課題に取り組む中で、消費生

活を営む上で消費者の権利や責任を意識し行動することの重要性に気付き、課題解決

のための具体的行動をイメージし提案することができており、自立した責任ある消費

者としての意識の確立をワークシートの記述から確認することができた。 

エキスパート活動の中で年代別の利用状況を分析し、情報を共有したこともあり、

学習の振り返りにおいて高齢者や子どもなどを対象とした家族や地域の人々の消費

生活についての注意点や、年代別の消費生活に対する啓発についての記述も見られ、

生涯を見通した消費生活についても考えるきっかけとなった。そのため、本時の学習

活動は「家庭基礎」における「消費者生活の現状と課題や消費者の権利と責任につい

て理解させ、適切な意思決定に基づいて行動できるようにするとともに、生涯を見通

した生活における経済の管理や計画についても考えることができるようにする」とい

う指導内容及び目標の達成に近づけたのではないかと考える。 

(2) 課 題 

本時は「安全で快適にインターネットショッピングを利用するために～」との課題

を提示したが、多くの班が「安全に活用する方法」についてを提言した。目標を焦点

化し、課題を絞ることで話し合う時間を多くとり、より深い考察や創意工夫された発

表につながるよう改善していきたい。 

インターネットショッピングは日々進化しており、歴史も浅く家庭教育を行う大人

たちも、インターネットショッピング市場の急速な発展に十分対応できていないこと

が消費者問題の発生状況からもわかる。また事前アンケートや生徒の学習活動から、

生徒の中には契約や販売についての知識が不十分なままインターネットショッピン

グを活用していることがわかり、学校教育の中で実践的に教育していくことが今後さ

らに重要になってくること、またそれを教える教師自身が高い専門性を磨き続けるこ

とが必要であることを感じ、更なる研鑽を積み研究を行うことが今後の課題となった。 

現在、消費生活のまとめとして消費者啓発の標語の作成に取り組ませている。一人

ひとりが権利の主体としての意識を持ち、意見を発信することの意味を改めて考えさ

せ、消費者の権利や責任を意識し、生活の中で実践する態度を養っていきたい。 

 

６ 授業検討会での主な意見 

(1) 授業実施前に学習指導案の検討を行った際の主な意見 

     ○高校生だと、意思決定やマーク、地産地消、エシカルそして消費者被害にあわな

いような選択、そして、次の消費者被害を防ぐ視点も必要。 

    ○悪質商法に引っかかってもあきらめない、という方に持っていきたい。権利と責

任であれば、団結する、というのが大切。 

    ○通信販売で押さえたいことは、返品についてクーリング・オフが適用されないこ

とや返品特約のことになるので、この辺は伝えた方がよい。 

 (2) 授業実施後の主な意見 

    ○グループワークで生徒からたくさん意見が出ていた。エキスパート活動が生きて

いると思う。 

     ○今回のグループワークではＫＪ法でメリットについてたくさん出ていたが、デメ

リットについての提案をした方がよいのではないか。メリットとデメリットを１

時間で両方やるのは大変なのと、メリットを再確認するより、デメリットについ

て取り上げた方がよいと思う。 

○生徒が考える時間がもう少しあってもよかった。もう少し考える時間があると、 
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色々な視点が出ると思う。 

   

７ 消費者教育アドバイザーの総評 

(1) 消費者教育アドバイザー 

    （公財）消費者教育支援センター 総括主任研究員 中川 壮一 
 (2) 総 評 

① アクティブラーニングの手法とメディアの活用を図った授業 

  実践校では、タブレットやパソコンを普段から積極的に授業で活用しており、生

徒の情報リテラシーの育成に熱心に取り組んでいる様子が伺えた。生徒も日常生活

においてスマートフォンや SNS を活用しているが、インターネットショッピング

（以下、ネット通販）の利用や認識については個々人によって差があることから、

今回はネット通販の利用やトラブル経験について事前にアンケートを行って実態

の把握に努め、山口県や山口市の消費生活センターに寄せられた若者のネットトラ

ブルや相談事例も参考にしながら授業案が練られていた。 

     ネット通販は、インターネットに接続できる環境があれば、様々な商品・サービ

スの購入・利用が基本的にいつでもどこでも可能であり、利便性が高い反面、「思

っていたものと違う商品が届いた」「商品を受け取れなかった」などのトラブルが

発生してしまうことがある。本実践の前時では、「エキスパート活動」を取り入れ、

グループごとに情報通信白書などの資料を読み込み、トラブルが発生する原因や対

策について各自が意欲的に調べられるような工夫を図っていた。さらに、「ジグソ

ー学習」の手法を取り入れ、各自が調べたテーマ内容についてメンバー間で意見交

換や情報共有を図るように促していた。本時では、DVD映像（返品トラブルとチケ

ット詐欺の例）を活用して、トラブル事例の解説と補足も図られていた。 

     ネット通販、ネットトラブルと言っても、生徒の関心やトラブル経験も様々であ

ることから、どのような問題・観点についての学習班（エキスパート班）を構成す

るか、教員の悩むところである。オンラインゲームや SNSでの課金、サクラサイト、

プリカ詐欺といった最近のトラブル事例を取り上げて調べる活動も考えられるが、

今回はネット通販利用者の年代別特徴やトラブルの原因・対処法などの資料をもと

に、ネット通販の特徴（メリット・デメリット）の理解を図っていた。 

② ネット通販の特徴と課題の理解を図る教材の充実と発展的な活動 

アクティブラーニングを取り入れることで、生徒の主体的な活動が促され、問題

意識をもとにした学習を深めることが期待される。実際、グループ活動の際には、

生徒が自分の体験をもとに意見を付箋に書いて議論しあっていた。半面、順をおっ

て知識・技能の習得を図れない面も出てくる。ネット通販の利用でおさえておきた

いポイント（例えば、返品特約のことなど）については、教員や外部講師による解

説や補足説明も必要であろう。生徒の提案・主張については、その根拠となる情報

の信憑性（資料の出所など）についてもしっかり確認をしておきたいところである。 
授業で使える教材についても検討を行ったが、実際のネット通販サイトは授業で

は利用しにくく、擬似体験サイトやシミュレーション教材は陳腐化が早く、最新の

事情を反映した教材というのはかなり限られる状況にある。疑似体験ということで

あれば、学校で販売活動を体験する機会があれば、販売する立場で店舗販売と通信

販売の違いについて考える機会もあろう。生徒の中に、販売サイトと通信販売の場

（プラットフォーム）を提供するショッピングモールサイトを混同していた生徒も
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いた。今後、新しい販売スタイルも登場し、越境取引も増加すると思われるだけに、

ネット通販の動向や話題については、教員側も関心をもって押さえておきたい。 
本実践ではネット通販の特徴を理解し、生徒が消費者の権利と責任を意識して、

ネットショッピングをより安全で快適に使うための方法を提案するという設定が

されているところが特徴的である。どのような権利と責任が関わるかを考え、消費

者・企業・国（消費者行政）にどのように提案したらよいのかについて考えるよう

ワークシートの工夫が図られていた。家庭科での実践であるので、家庭の事情、重

たい荷物がもてない（買い物が大変な）一人暮らしの高齢者、小さな子供のいる家

庭といった様々な利用者を想定したサービスについても理解が図られていた。他教

科、例えば公民科であれば、ネット通販を支える生産・流通の現場の工夫や仕組み

についての理解を図ったり、消費者の安全・保護を図る仕組みについての理解を図

ることに重点を置く展開が考えられる。 
また、発展的な学習を家庭クラブの活動として行うことも可能である。地元の

県・市の消費生活センターとも協力して、相談員によるアドバイスを反映した啓発

用動画やポスターなどを作成したり、高校生が地元の企業やネット企業とコラボし

た活動をしていくことも考えられる。生徒が、ネット通販やフリマアプリを利用す

るだけでなく、安全で使いやすいアプリの開発や普及に力を発揮することもあると

考えられるだけに、今後も生活に密着した課題として様々な場・関係者と意欲的に

取り組んでいただきたい。 
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